
■勤務条件のルール  
 

 

 

 働く人が会社に就職しようとする場合、会社との間で、「働きます」「雇います」という約束＝労

働契約が結ばれます。どういう条件で働くかといった契約内容も労働者と使用者の合意で決めるの

が基本です。 

 だからといって、この契約を全く自由に結んでよいとしてしまったらとしたら、実際には弱い立

場の労働者にとって低賃金や長時間労働など不利な契約内容となってしまうかもしれません。そう

したことにならないよう、労働者を保護するために労働基準法などの労働法があります。 

 労働法の保護を受ける労働者には、雇われて働いている人はみんな含まれますので、正社員だけ

でなく、パートやアルバイトでも「労働者」として労働法の適用を受けます。 

 

（参考資料） 

知って役立つ労働法～働くときに必要な基礎知識～ 

 就職を控えた学生、若者向けのわかりやすい労働法のハンドブックです。 

 

トピックス 労働契約法の改正について 

 

 

 

 

 

 

 

 ここでご紹介する内容は労働基準法の一部であり原則です。ご不明な点やさらに詳しいお問合せ

は島根労働局監督課又は県内の各労働基準監督署までお願いします。 

 

 

 

 

 

 

知って役立つ労働法 

これだけは知っておきたい労基法

 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudouzenpan/roudouhou/
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/keiyaku/kaisei/


 

 

 



 


